平成23年度第4回理事会議事録
日　時　　平成24年3月19日（月）14：00～16：35
場　所　　長良川国際会議場　第5会議室　岐阜市長良福光2695-2
出席者　　理事41名中34名出席　うち6名委任状（内訳：会長4名、その他2名）
　　　　　監事2名中1名出席　オブザーバー　2名
議事録署名者　議長は、岐阜支部所属の大瀧繁巳氏及び西濃支部所属の久富賢司氏の両
名を指名したところ異議がなく承認される。
会長挨拶
　3月に入りようやく春めいてきましたが、各理事の皆様にはご健勝でご活躍のことと思います。昨年3月11日に発生しました東日本大震災については報道等によると復興等も進んでいないようですが、建築士として復興にかかわっていけると良いと思います。
懸案になっていました専務理事につきましては4月から高橋秀一氏に事務局長としてお願いする予定です。5月の総会で理事に推薦をした後専務理事に推薦をする予定です。また、事務局職員の小川さんが3月で結婚退職することとなりました。今後は新たに職員を採用するのではなく、状況に応じて臨時職員を採用して対応していきたいと考えております。
議　事
議題１　会期長期滞納による会員の除名について
藤井会長から資料に基づき、会費を3年滞納している16名について24年3月31日までに会費の納入がない場合は除名をする説明がある。

議長は、16名の除名について理事会に諮ったところ異議がなく承認された。

議題２　平成23年度支部への本部振込額について

藤井会長から資料に基づき、平成23年度本部振込額要領により算出した1,929,750円を振込みする説明がある。また、入会促進助成金として可茂支部1,000円、東濃支部2,000円を支払う説明がある。

議長は、平成23年度支部への本部振込額について理事会に諮ったところ異議がなく承認された。
／算出根拠会員数について、除名対象である会費3年未納の会員数を会員数から
減らすのは納得できるが会費2年未納の会員数まで減らすのは納得できません。
・会費2年・3年未納者を算出根拠会員数から減らすのは昨年度も同様です。
・会費2年未納の方にも会誌送付等の経費がかかっているので算出根拠会員数か
ら減らすのも仕方がないのではないか。
・会費を払っていない人に経費をかけて会誌等と送付する必要もない、支部交付
金も交付する必要もないという理由で、算出根拠会員数から2年・3年会費未納の
方を減らすことになったと記憶しています。会誌も送付してないのではないか。
・会誌については、会員ではあるので送付することになったと思います。ただ支
部交付金の会員数からは減らすとなったと思います。

／会費未納の方から入金があった場合、振込金額は増額されるのか。

・3月5日現在で算出していますので、金額は変わりません。

／来年度からは支部交付金はなく事業費になりますので、来年度には関係ないの

ではないか。
・来年度については、支部交付金相当額を事業費として支部に支払うことにな
ると考えます。

／来年度は支部交付金に相当するものはあるということでいいですか。

・そのとおりです。

／会員の多い支部は交付金相当額も多いですが、会員の少ない支部では金額
も少なく、財政運営が厳しく事業の計画も難しい状況です。総務委員会の方でも
事業費の扱いではありますが、支部交付金相当額に見直しを検討して頂きたい。

・予算としては340万円計上しております。ただ、それを全額使うのではなく、
支部における事業にかかる費用を支払うという考え方です。事業費の使い方を考
えて頂きたい。

／振込予定日を教えてください。

・3月23日（金）を予定しています。

議題３　「岐阜地域貢献活動基金」の運用及び助成対象事業の決定に関する要項並びに
岐阜地域貢献活動基金助成対象事業募集要項の一部改正について

冨田副会長から資料に基づき、「岐阜地域貢献活動基金」の運用及び助成対象事業の決定に関する要項並びに岐阜地域貢献活動基金助成対象事業募集要項における継続的事業の助成限額を次のとおり改め、平成24年3月19日から施行する説明がある。
変更前：継続的事業　総額200,000円／件（ただし、3年を限度とする）
変更後：継続的事業　3年を限度とし3年間の総額300,000円

　議長は、「岐阜地域貢献活動基金」の運用及び助成対象事業の決定に関する要項
並びに岐阜地域貢献活動基金助成対象事業募集要項の一部改正について、理事会
に諮ったところ異議がなく承認された。

／単年度事業の助成額はいくらですか。

・単年度事業は20万円です。

／2年間の継続事業とした場合でも、総額30万まで助成可能ですか。

・そのとおりです。

議題４　社団法人岐阜県建築士会メルマガ運営規定の一部改正（案）について

　村瀬情報・広報委員長から資料に基づき、メルマガ配信基準の整備に伴い、社
団法人岐阜県建築士会メルマガ運営規定の「６）会員の権利」を削除する説明が
ある。

議長は、社団法人岐阜県建築士会メルマガ運営規定の一部改正（案）について、
理事会に諮ったところ異議がなく承認された。

議題５　（社）岐阜県建築士会「景観整備機構」規約（案）について

河崎まちづくり委員長から資料に基づき、前回の理事会において保留になっている（社）岐阜県建築士会「景観整備機構」規約（案）について、岐阜県建築士会として景観行政団体に申請することもできるが、景観整備機構を立ち上げて申請し業務を行いたいと考え、また、受け皿だけでなく独立した組織として景観整備機構を岐阜県建築士会の中で運営をしていきたいと考え、前回の協議を受け、「景観整備機構」規約（案）の第8条を一部変更をしたので、協議頂きたい旨の説明がある。

第8条の変更内容は次のとおりである。

　変更前：この「景観整備機構」の事業にかかる運営経費は、本会及び景観整備
機構委託料をもって支弁する。
変更後：この「景観整備機構」の事業にかかる運営経費は、景観整備機構委託
料をもって支弁する。

　　
／景観整備機構の位置付けはどこにあるのか。どこかの委員会に属するのか。
・委員会ではなく、岐阜県建築士会の中の一部としての扱いと考えます。
／組織として立ち上げるのであれば、手弁当での活動はおかしいのではないか。旅費等の最低限の必要経費は建築士会で支弁するべきではないか。
・赤字体制の中で、事業のやり方を考えるべきではないか。

／前回の理事会で景観整備機構の立ち上げには承認されています。ある程度の手弁当は仕方がないかもしれませんが、必要経費の支弁は当然ではないか。将来的に見通しがない時は、その時止める決断をするべきではないか。
・最低限の経費はみています。
／ぎふ木造塾特別委員会のような位置づけで作ってはどうか。また、赤字事業の可能性もありますが、景観整備機構の事業は建築士会でするべき事業であると考えます。位置付けだけは明確にしておくべきだと思います。

・名称は景観整備機構とありますが、各支部から委員をだしていただく特別委員会としての扱いと同じだと考えます。来年度は当面の必要経費として旅費や事務費はみております。
／名称は別として委員会としての位置付けを与えるということでよろしいですか。

・そのとおりです。

／規約の中に経費についての文言を入れる必要があるのか。特別委員会としての位置付けの扱いであれば経費は当然本会の会計を通すことになります。

・経費は全て本会を通すのが当然です。建築士会の中の一つのセクションです。規約（案）の8条にある経費の文言は削除しても良いかと考えます。
　議長は、（社）岐阜県建築士会「景観整備機構」規約（案）の第8条を削除した規約（案）について、理事会に諮ったところ異議がなく承認された。

議題６　平成23年度事業報告及び収支決算見込みについて
（1）水谷副会長から資料に基づき平成23年度事業報告についての説明がある。

①自律的監督体制の整備に係わる事業

②建築基準法・建築士法等の改正への対応について

③公益社団法人への認定申請について

④建築技術者の業務の適正化を図るための資格付与・登録・情報提供事業

　・一級建築士試験及び二級建築士・木造建築士試験

　・一級建築士登録等事務の受付等業務

　・二級・木造建築士登録等事務

　・専攻建築士制度の実施

⑤建築士の資質の維持・向上を図ることにより優秀な建築士の育成を図る事業

　・研修会事業　第31回建築文化講演会　11/12

　・ぎふ木造塾　6回開催　参加者69名

　・一級／二級／木造建築士定期講習　8回開催　受講者：578名

　・「建築確認申請手続き等の運用改善（第二弾）及び規制改革等の要請への対
応」講習会　2回開催　受講者196名

　・みの・ひだ文化財専門家育成研修／ブラ街っくストリート　各6回開催

　・「2011年建築確認申請手続き等の解説」講習会　11/28　受講者　59名

　・「建築士法第22条の4に基づくすべての建築士のための総合研修」　3/29

　・CPD制度に伴う管理・運営
⑥地域で行う「もの・まち・くらしづくり」を推進して、地域社会の健全な発展を支援する事業

　・平成23年度建築関係学科卒業生の表彰　13名を表彰

　・岐阜地域貢献活動センター 2団体に助成 活動報告会及び交流会開催　12/3

　・住まいの総合展ぎふ2012　2/18・19

　・ぎふ建築士の日フェスティバル　7/16・17日　参加者　延べ935名

　・岐阜被災建築物応急危険度判定士養成講習会　3回開催　受講者346名

⑦県民に対し、建築に関する知識・技術等の情報を提供する事業

　・機関誌「建築士」各会員あて毎月発送

　・会誌発行　建築ニュースぎふ№59　情報ひろば2回発行

　・メールマガジンの配信　参加者486名

　・建築士を探そうネット　参加者34名

⑧収益事業

　・引火性溶剤を用いるドライクリーニング工場に対する実態調査業務

　・建築関係用紙等の頒布及び建築関係図書の斡旋

⑨会員の福利増進に関する事業及び諸団体との連携、相互の理解と親善を推進
する事業

・会員の表彰　5/20　13名

・創立60周年記念式典の開催　11/12

⑩支部事業

（2）横井副会長から資料に基づき、平成23年度収支決算見込みについて次のと
おり説明ある。

　①事業活動収支の部

　事業活動収入計は、42,121,023円を見込んでいる。予算に対して大きく増減があったものは、定期講習事業の5,501千余円減、士法第22条の4講習会事業の2,573千円減である。

　事業支出　事業費計は、34,790,889円を見込んでいる。なお、連合会負担金の5,331千余円については、50％を管理費に按分します。

　管理費支出　管理費計は8,241,580円を見込む。

　事業活動支出計を43,032,469円を見込み、事業活動収支差額は－911,446円となる。

　②投資活動収支の部

　　財政調整資金積立金10,600千円、職員退職金積立金1,265千余円、地域貢献
活動基金積立金900千円、合計12,765,600円を取り崩した。
　　取崩した財政調整資金積立金のうち、未使用の6,000千円及び、地域貢献活
動基金積立金473千円、合計6,473千円を戻す見込みであり、投資活動収支差額は6,292,600円となる。

　 当期収支差額は5,381,154円となり、前期繰越収支差額4,070,622円を加えて、
次期繰越収支差額は、9,451,776円を見込む。

　 なお、上記見込みには、支部の決算見込みが計上されていないため、支部交付
金相当額の3,462,000円を支出すると、次期繰越収支差額は5,809,776円を見込む。

　

議長は、平成23年度事業報告及び収支決算見込みについて、理事会に諮った

ところ異議がなく承認された。

議題７　平成24年度事業計画及び収支予算（案）について

（1）冨田副会長より資料に基づき、平成24年度事業計画について次のとおり説
明がある。

①重点施策として次の事業を実施する。

・公益社団法人への移行の推進
・建築士の資質の維持・向上及び自律的監督の推進
・CPD制度及び専攻建築士制度の社会的活用の推進
・地域実践活動の推進
・建築士の業務環境の改善に資する運動
②事業内容
1）自律的監督体制の整備に係わる事業
2）建築基準法・建築士法等の法改正への対応
3）公益社団法人への移行について
4）建築技術者の業務の適正化を図るための資格付与・登録・情報提供事業
・岐阜県内における建築士試験の業務
・一級建築士の登録窓口及び登録閲覧の業務

・二級建築士及び木造建築士の登録及び登録閲覧の業務

・専攻建築士制度の業務
5）建築士の資質の維持・向上を図ることにより優秀な建築士の育成を図る事業
・建築文化講演会
・ぎふ木造塾の開催
・定期講習の実務
・建築士法第22条の4の講習会
・建築施設見学会
・委員会活動及び支部活動に伴う建築施設の見学会を開催する。
・継続能力開発（CPD）制度の事業
6）地域で行う「もの・まち・くらしづくり」を推進して、地域社会の健全な発
展を支援する事業
・工業高校、専門学校等の学生を対象にした表彰

・岐阜地域貢献活動助成事業
・「住まいの総合展」共催事業
・県民に対する建築相談業務
・建築士の日事業
・被災建築物応急危険度判定士育成事業
・支部に於ける民間木造住宅の耐震診断業務
7）県民に対し、建築に関する知識・技術等の情報を提供する事業
・建築関連情報誌の発行
・建築情報発信サイトの管理運営
・メールマガジン配信事業
8）次の収益事業を行う。
駐車場管理運営事業
建築関係の書籍、様式等の印刷及び販売を行う事業
ドライクリーニング工場の実態調査業務
9）会員の福利増進に関する事業及び諸団体との提携、相互の理解と親善を推進する事業
・建築士会会員の増強
・全国大会への参加促進
・地域実践活動の実施（各種委員会活動）
・会員の福利厚生事業の推進
・建築行政への協力
　　
（2）横井副会長より資料に基づき、平成24年度収支予算（案）について次のと

おり説明がある。

①事業活動収支の部

1）事業活動収入

　・特定資産運用益収入　60千円を計上

　・その他資産運用益収入　1,296千余円を計上

　・入会金収入　40千円を計上

　・事業収入　44,894千余円を計上

　・補助金等収入　277千円を計上

　・負担金収入　336千円を計上

　・受取利息　4千余円を計上

　・雑収入　756千円を計上

　事業活動収入計は66,388,500円となる。
2）事業活動支出

　・建築士制度事業　10,186千余円を計上

　・建築士資質向上事業　18,121千余円を計上
　・地域活動支援事業　21,483千余円を計上

　・情報提供事業　4,360千余円を計上

　・連合会負担金　2,730千余円を計上

　・収益事業　2,293千円を計上

　・会員福利厚生・他団体連携事業　4,375千余円を計上

　・本部管理費　10,200千余円を計上

　・支部管理費　1,815千余円を計上

　事業費計63,550,500円、管理費計12,015,800円と合わせて事業活動支出計が75,566,300円となり、事業活動収支差額が－9,177,800円となる。

②投資活動収支の部

1）投資活動収入

・財政調整資金積立金11,400千円、地域貢献活動基金積立金600千円の合計12,000千円を取り崩す。

投資活動支出は0円のため、投資活動収支差額が12,000,000円となる。

予備費に2,822,200円を計上し、当期収支差額は0円となる。
前期繰越収支差額に5,809,776円を見込み、次期繰越収支差額に同額を計上する。

／事務局の臨時職員はパート、派遣等どのような採用の考えているのか。

・派遣を考えています。

／先ほど、多忙期の1週間から10日程をお願いするとの話だが、そんな短期でお
願いできるのか。

・予算には1年分の臨時賃金を計上しています。仕事量の関係で多忙期だけ依頼
する予定です。

／建築士の日の事業は2年前から実施している事業ですが、士会の何らかの利益があったのか、また、住まいの総合展事業も赤字事業と考えます。このような事業の実施についても考えるべきではないか。

・公益法人移行に向けて、会員以外の方、一般の方にアピールするという点で実施をしています。住まいの総合展についても、出展料等も抑えて実施しています。
／全国大会助成事業で、支払助成金が23年度予算は500,000円計上されていますが、24年度予算は60,000円です。説明をお願いします。

・本部の支払助成金は0円です。各務原支部計上の60,000円です。

／支部から依頼して全国大会に参加していただく場合、手弁当ではだれも参加してもらえません。支部から依頼する以上ある程度交通費等は支給する必要があり、一人20,000円の3名分を計上しました。全国大会と合わせた施設見学会としての旅費については、事業費として計上しているかと思われます。事業費として認められる基準について整備する必要があるのではないか。以前から何度も話に上がりますが、結論がでない状況です。至急取り組むべきだと考えます。
・全国大会事業の支払助成金60,000円については、本部からは助成をしていないため、金額が上がるのは矛盾を感じますので、訂正をします。
／慶弔費についても、本部からの支給があるので、支部からの計上は切るとの話がありましたが、結論がでていなかったと思います。

／支部の事業費の基準については、細かい項目で早急に整備していただきたい。
・4月の理事会までにはだしたいと考えます。
／士法22条の4講習会事業収入について、24年度予算で5,803千円計上されていますが、23年度決算見込みで収入見込額が1,668千円です。5,803千円の収入の見込みはあるのか。
・財政調整資金積立金の取崩し額の増額にはなりますが、計上金額を検討いたします。

議長は、平成24年度事業計画及び収支予算（案）について、理事会に諮ったところ異議がなく承認された。

議題８　平成２４年度定時総会について

藤井会長から資料に基づき、平成24年度定時総会を5月31日（木）に午後2時から岐阜会館において開催する説明がある。また、定時総会における会長表彰については、4月13日（金）までに推薦していただくお願いがある。

議長は、平成24年度定時総会の開催日、議題等について理事会に諮ったところ異議がなく承認された。

議題９　会員の入会の承認について

　藤井会長より資料に基づき、正会員7名の入会申し込みがある説明がある。

　議長は、正会員7名の入会について、理事会に諮ったところ異議がなく承認された。

議題１０　その他

　藤井会長より資料に基づき、次の4つの後援名義使用の依頼があった旨の説明がある。

①特定非営利活動法人　歴史文化建造物等保存会・トラスト岐阜より

　居館跡地見学＆基調講演開催に伴う後援名義使用依頼

②社団法人日本建築学会東海支部より

　第11回ぎふ建築・生活・芸術系学生・生徒　優秀作品展開催に伴う後援名義使
用依頼

③ぎふ清流国体・ぎふ清流大会実行委員会より

　第12回全国障害者スポーツ大会「ぎふ清流大会」（本大会及びリハーサル大会）
開催に伴う後援名義使用依頼

④公益社団法人愛知建築士会より

　第42回建築総合展NAGOYA2012開催に伴う後援名義使用依頼

議長は4つの後援名義使用の依頼について、理事会に諮ったところ異議がなく承認された。

報告事項

　報告１　各専門委員会の活動状況について

総務委員会
・3月12日（月）委員会開催　
情報・広報委員会
・1月23日（月）　第3回委員会開催
建築ニュースぎふ№59について
メルマガ配信基準について
平成24年度委員会予算（案）について
・2月13日（月）第4回委員会開催
　　建築ニュースぎふ№59の校正について
・2月23日（木）編集会議（会長・正副委員長・事務局）
・本年度中にCPD制度改正に伴うHPの修正作業を予定

・各支部のメールアドレスを設定しました。無料ですので、利用される場合は事務局にご連絡ください。
事業・制度・教育委員会
・「第25回住まいの総合展ぎふハウジングフェスタ2012」
主催／岐阜新聞・岐阜放送　　共催／（社）岐阜県建築士会
　　2月18日（土）・19日（日）に岐阜産業会館にて開催
　　＊建築相談の実施　　＊会員作品のパネルの展示
　　＊（2/18）セミナー開催　

テーマ：「Ｑ＆Ａによる木造建築の地震対策」
講  師：岐阜県立森林文化アカデミー　准教授　小原勝彦 氏
研修委員会
・平成23年度定期講習　開催について
1月24日（火） 於：セラトピア土岐　   受講者：64名　
3月8日（木） 於：長良川国際会議場　　受講者：125名　
・すべての建築士のための総合研修開催予定　
　　3月29日（木）於：ふれあい福寿会館　　申込者：76名
・平成24年度定期講習　開催日程について　（4月2日（月）より申込受付）
6月14日（木）セラトピア土岐　　　　　　　 定員：140名
6月28日（木）長良川国際会議場　　　　　　 定員：120名
8月6日（月）長良川国際会議場　　　　　　　定員：120名
9月27日（木）セラトピア土岐　　　　　　　 定員：140名
10月24日（水）飛騨・世界生活文化センター　定員：100名
11月20日（火）長良川国際会議場　　　　　　定員：120名
2月14日（木）長良川国際会議場　　　　　　 定員：120名
・構造計算研修を企画中
まちづくり委員会
・みの・ひだ文化財専門家育成研修開催
12月11日（日）大垣市　船町　 参加者：10名（内　現地参加者：3名）　　　
1月15日（日）岐阜市　妙照寺　参加者：11名
2月12日（日）恵那市　岩村町　参加者：15名（内　現地参加者：6名）
3月11日（日）各務原市　鵜沼宿　参加者：14名
・ブラ街っくストリート開催
12月11日（日）大垣市　船町　　参加者：10名
1月15日（日）岐阜市　妙照寺　参加者：11名
2月12日（日）恵那市　岩村町　参加者：18名
3月11日（日）各務原市　鵜沼宿　参加者：20名
・2月25日（土）出前講座　参加者：26名
　地域の歴史的建造物の保全・活用のため、建築基準法の特例制度を活用する手法
青年委員会
毎月第2週火曜日　19：00～21：00　ふれあい会館　青年定例会議
１２月　２日（金）忘年会
１２月１０日（土）、１１日（日）　岐阜技能フェスタ参加
１月　９日（祝）総合資格　合格祝賀会参加
１月１４日（土）第３回　東海北陸ブロック会青年建築士協議会定例
会議
1月２５日（水）研修会（けん３）これであなたもＴＡＸマイスター
１月２８日（土）日建学院　合格祝賀会参加
２月２５日（土）、２６日（日）東海北陸ブロック会　平成２３年度
ブロック鈴鹿大会
３月　８日（木）けんちくたまご（学生交流座談会）
今後の予定
３月１７日（土）新規加入者セミナ－＆交流ボーリング大会
３月２４日（土）三重県交流フットサル大会（岐阜・愛知参加）
４月１８日（水）森の合板工場見学会
４月未定　　　　研修会（けん３）フェイスブック勉強会
女性委員会
・1月19日（木）第6回女性委員会開催（総合庁舎3南2会議室にて）
・2月末　財団法人建築技術教育普及センター平成23年度第2回普及事業助
成に基づく活動が終了したので報告書提出
・2月17日（金）・18日（土）全国女性建築士連絡協議会京都大会　
参加者6名（京都市内みやこめっせ他）
・2月25日（土）・26（日）建築士会東海北陸ブロック会　平成23年度ブロ
ック鈴鹿大会　参加者6名（鈴鹿サーキット）
・3月11日（土）第11回気楽にらくだ会（各務原市　中山道鵜沼宿跡界隈）
ぎふ木造塾特別委員会
　・2月17日（金）委員会開催
　・3月2日（金）委員会開催
・3月16日（金）委員会開催
財政検検討特別委員会
・1月12日（木）財政検討特別委員会開催
・2月2日（木）財政検討特別委員会WG開催
・2月21日（火）財政検討特別委員会WG開催及び支部ヒアリング実施
・3月5日（月）　財政検討特別委員会及びWG合同会議開催
岐阜地域貢献活動センター助成・情報小委員会
・2月10日（金）センター委員会及び小委員会合同会議開催
・平成24年度助成団体の募集について
　　募集期間：3月1日（木）～3月30日（金）
　　助成金額：単年度事業…1件の限度額20万円　
継続的事業…3年を限度とし、3年間の総額30万円
報告２　第４回建築士会東海北陸ブロック会議の報告について

藤井会長より資料に基づき、下記の報告がある。

開催日時　平成24年2月24日（金）12時30分から15時30分
開催場所　名鉄ニューグランドホテル

協議事項　（1）連合会からの連絡事項

（2）連合会各委員会の報告について

（3）連合会役員改選について

（4）平成27年度全国大会（石川大会）の開催日程について

（5）平成23年度東海北陸ブロック会収支予算執行状況について

以上をもって、本日の議事は全て終了したので議長は閉会を宣して、午後4時35分に散会した。
　
上記決議を明確にするため本議事録を作成し、議長及び議事録署名者次に記名捺印する。
平成24年3月19日
社団法人　岐阜県建築士会
　　議　　　　長
　　議事録署名者
　　　同　
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